
  　　　　 2015年度学校関係者評価報告

　2015年度の学校自己評価に基づき、学校関係者評価を行いましたので、ご報告いた

します。

1：委員会構成

後援会代表　　　　　2名

愛友会代表　　　　　2名

教育会代表　　　　　2名

本校関係者　　　　　4名

2：委員会開催日時

平成28年4月23日（土）　午前10時～12時00分

　7名参加（後援会代表1名欠席、教育会代表１名欠席、本校関係者１名欠席）

3：評価・提言

◎　挨拶はできているが、中学生は恥かしい様子で会釈のみの生徒もいる。

◎　テレビの番組で学校のことが放送され、生徒たちが学校生活を楽しんでい

　　る姿を見て、昔と変わらない雰囲気に好感が持てた．

◎　家庭との連携は評価が低いが、クラス単位でフェアーキャストやメール

　　が入るようになり、以前より連絡が密になっているように感じている。

◎　ホームページは学校行事など頻繁に更新されており充分評価できる。

◎　公開授業を見せてもらったが、ほとんどの授業できっちりしていた。

◎　耐震問題には取り組んでいると思うが、予定している工事までに起こった

　　場合の対応などを考えて、学院全体での避難訓練などをもっと実施したほ

　　うがいいのではないか。⇒中高でも訓練の頻度を増やしていく。

◎　娘が部活に入っているので、地域交流が盛んに行われていることを知って

　　いるが、部活に入っていない人にはその活動が見えてこないようである。

◎　学校のポスターの掲示が不十分である。もっと協力者に計画的に声を掛け

　　広く行き渡るようにして欲しい。

◎　塾などに対する活動は挨拶だけであってもまめに行った方がいいのではな

　　いか。⇒来年度よりローラー作戦を再開し、地域担当者を決定し年数回の

　　訪問を予定している。

◎　留学生など社会環境の違うところから来た生徒に対する「いじめ問題」は

　　ないか。⇒現在在籍者の中に、他国生まれの生徒がいるが、クラスに溶け

　　込んでおり、問題は生じていない。逆にその生徒たちは上昇志向が強く、

　　他の生徒の刺激になっている。
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◎　卒業生の中には素晴らしいキャリアを持つ人が多くいるので、これを生か

　　すために、卒業生に登録をしてもらい有効に利用して欲しい。学校のため

　　に役立ちたいと思っている卒業生は多い。

◎　もちろん安全性を確認したうえであるが、シンガポールや台湾などアジア

　　の国々との交流も増やして欲しい。

◎　東北へのボランティア活動など、積極的参加していることは素晴らしいと

　　感じる。

◎　学校内や学校周辺でのソフトボール部などの清掃活動には本当に感心させ

　　られる。

◎　生活指導は卒業してしまうと厳しいとは思わない。今後も継続して欲しい。

◎　鞄自体が重く、毎日たくさんの物をもって登校しているので、もう少し工

　　夫して欲しい。

教員 ◎　親から見ると充分な指導をしてもらっているので、研修できていないとは

研修 　　思えない。
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